
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                            

 

みずきの会 ミニ観だより   7月号 
2016年 8月 21日    
 みずきの会 
代表 足立直義 
 

毎月第３日曜日午後１時より県立自然環境保全センターでミニ観察会を担当しています。私達と一緒に歩いて見ませんか。 

イチモンジカメノコハムシの不思議  
 

・キリギリスの仲間の幼虫を見付ける事が出来た。   （N.S） 
・ウラギンシジミの卵に、穴が空いているのは、幼虫が孵化した証拠。これからは 
 穴に注意して観察します。            (Y.Y) 
・一寸変わった昆虫を、色々観察する事が出来た。    (N.S) 

みぃつけた 

 

ウマオイ 幼虫 ベッコウハゴロモ幼虫 

 
 

声！ミニ観に参加した人の

 

 

イヌシデ 

 イチモンジカメノコハムシの幼虫と成虫が沢山観られて楽しかった。幼虫のトゲト

ゲが、成虫ではつるんと透明な甲になるのが不思議です。 （H.T） 
 

オオツノカメムシが 
    幼虫を守る 
 

 

 No。２００ 

トラツグミ 

17日 曇 24℃ 
 カメノコハムシの白い幼

虫のシッポの可愛い事。 
 カメノコハムシは、小さい

のに上手に造られている事。 
 ケンポナシの葉にオオツ

ノカメムシが、卵を守ってい

た。     （Y.M） 
去年のミニ観で 

＊ ブログ “丹沢大山山麓だより” を検索してみて下さい。 

★ ミニ観だより は、皆さんの感想を元に 作られています。 

アシグロツユムシ幼虫 

  

       

 


